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古紙配合率70％再生紙を使用しています�

体は使えば発達し、使わなけ
れば衰えていきます。食事に気
をつけたり、ビタミン剤などで
栄養を補給したりしても、運動
をしなければ、健康は維持でき
ません。運動には①筋力を高め
る②心臓・肺・血管を強化する
③柔軟性や調整力を高める④消

化吸収を高める、といった効果
があります。
ぜひ、生活の中に運動を取り

入れてみてください。春の暖か
い日差しを浴びて、ちょっとウ
ォーキングというのもいいです
ね（今月でシリーズを終わりま
す）。

～運動を習慣にしましょう～

・血管の弾力性が
増すとともに、
毛細血管がつく
られやすくなり、
若々しくなる。
・筋力がつき力強
くなる。
・食事がおいしく
なる。
・体力に自信がつ
き、何事にも積
極的になる。
・ちょっとやそっ
とのストレスに
は負けない、精
神力がつく。
・頭のモヤモヤが
なくなり、集中
力がでてくる。
・心臓や肺が強化され、スタミナがつく。
・からだがやわらかくなる。
・病気に対する抵抗力が高まる。

・足が弱くなるのに
比例して、頭の働
きも悪くなる。
・からだが硬くなる。
・心臓や肺の働きが
悪くなり、すぐ疲
れる。
・集中力がなくなり、
ボケーッとしてい
ることが多い。
・脂肪がつき、肥満
体になる。
・体力に自信がなく
なり、何事にも消
極的になる。
・血管が老化し、動
脈硬化の原因にな
る。
・筋肉がとれ、頼り
ない感じになる。

・カゼをひきやすくなる。
・中年をすぎると生活習慣病になりやすい。

【運動する人と運動しない人はこんなに違う！】
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慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
に
福

島
江
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、

信
濃
川
右
岸
の
村
々
で
は
干
害
の

恐
れ
が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
中

通
・
山
通
（
現
在
の
上
組
・
柿
地

区
）
で
は
福
島
江
の
恩
恵
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

干
害
に
苦
し
み
、
田
を
畑
に
変
え

る
人
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

江
戸
時
代
の
終
わ
り
こ
ろ
、
長

岡
藩
は
新
田
開
発
を
進
め
て
収
入

を
増
や
そ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の

時
、
こ
の
地
域
の
割
元
を
務
め
る

金
子
仙
右
衛
門
ら
は
、
藩
の
資
金

で
新
た
な
水
路
を
開
き
、
農
民
を

救
お
う
と
考
え
ま
し
た
。

こ
の
水
路
の
計
画
は
、
信
濃
川

の
水
を
妙
見
で
取
り
入
れ
、
六
日

市
〜
滝
谷
〜
十
日
町
と
貫
流
さ
せ
、

長
倉
で
栖
吉
川
に
放
流
す
る
と
い

う
も
の
で
、
全
長
十
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
お
よ
ぶ
大
規
模
な
も
の
で

し
た
。

工
事
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

に
始
め
ら
れ
、
二
年
後
に
完
成
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
洪
水
な
ど
の

被
害
で
維
持
費
が
か
か
り
す
ぎ
る

た
め
、
藩
は
こ
の
水
路
を
つ
ぶ
す

こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
農
民
の
中
に
は
こ
の

水
路
の
恩
恵
を
受
け
て
い
た
人
も

多
く
、
横
枕
村
の
岸
吉
之
助
や
摂

田
屋
村
の
幡
逹
治
な
ど
が
藩
に
嘆

願
し
、
水
路
の
無
償
交
付
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
堤
防
を
修
理

す
る
な
ど
し
て
、
明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）、
現
在
の
東
大
新
江

の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

東大新江という呼び名は、信濃川の東側、
または福島江の東側に位置していることに由
来すると言われています。
この石碑は、明治29年に建立され、全水路
通水に貢献した岸吉之助や幡逹治らの名が刻
み込まれています。
完成から100年以上が経ったいまも、東大
新江は800ヘクタールの耕地を潤しています。
これから田植えを控え、ますます水量を増
していきます。

東大新江紀功碑（鷺巣町・横枕町）

〜
東
大
新
江
紀
功
の
碑
〜
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運動する人 運動しない人

は
た

藍色の地に光沢を放つ美しい種で、裏面
の白斑は新緑に映えて鮮やかである。小型
のシジミチョウであるが、体の造りは頑丈
で、力強く飛翔する。
そのためか、東山では目につく種である
が、個体数は少なく、７月に出現する第２
世代はむしろ稀である。
幼虫は他のシジミチョウと同様、わらじ
型をしており、タニウツギを探すと見つか
る。

キノメと呼ばれる山菜（新芽）、秋に熟す
果実がお馴染みのアケビだが、花は４月か
ら５月にかけて咲き、甘い芳香を周辺に漂
わせる。アケビの仲間には、アケビ、ミツ
バアケビ、ゴヨウアケビの３種類がある。
これらは名前で察しがつくように、葉の
出方が異なり、アケビが小葉５枚なのに対
し、ミツバアケビは３枚である。ゴヨウア
ケビはこれら２種の雑種と考えられ、稀に
見られる。長岡で見られるのはミツバアケ
ビで、海沿いの地方へ行くとアケビも多く
見られる。

ひ
が
し

お
お
し
ん

え
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今
世
紀
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
二
年
、
二
十

一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
時
代
は
い
よ
い
よ
新

た
な
発
展
へ
の
「
助
走
」
の
段
階
に
入
っ
た
と

い
え
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、
内
外
の
政
治
・

経
済
状
況
は
極
め
て
困
難
な
局
面
に
あ
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
大
不
況
の
な
か
で
、
'99
年
を
「
経
済

再
生
元
年
」
と
位
置
付
け
、
不
況
克
服
に
全
力

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

長
岡
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
景
気
対
策
の
た

め
の
特
別
融
資
制
度
を
い
ち
早
く
導
入
す
る
な

ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
積
極
的
な

対
応
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
新
年
度
も
引
き
続

き
、
景
気
の
動
向
を
十
分
見
極
め
な
が
ら
、
適

切
な
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
緊
急
課
題
へ
の
対
応
に
加
え
て
、

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
き
め
細
か
く
質
の
高

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
二
年
度
に
は
介
護
保
険

制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
老
後
の
安
心
を
市
民

み
ん
な
で
支
え
合
う
こ
の
制
度
が
将
来
に
わ
た

っ
て
安
定
的
に
運
営
で
き
る
よ
う
、
強
固
な
基

盤
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
、

後
継
者
養
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
岡
市
政
の

大
き
な
力
の
置
き
場
所
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

幸
い
長
岡
に
は
、「
米
百
俵
の
精
神
」
が
培
わ

れ
て
お
り
、
こ
の
教
育
尊
重
の
風
土
を
長
岡
の

誇
り
と
し
て
育
て
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
考

え
ま
す
。

一
方
、
昨
年
か
ら
全
庁
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
い
る
行
財
政
改
善
と
、
自
治
体
の
自
主
・
自

立
を
め
ざ
す
地
方
分
権
へ
の
体
制
づ
く
り
は
、

二
十
一
世
紀
の
市
政
の
展
開
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
す
。

こ
れ
ら
の
基
礎
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
、
市

民
が
長
岡
の
将
来
に
対
し
て
す
ば
ら
し
い
夢
を

描
き
な
が
ら
新
し
い
世
紀
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

橋
渡
し
を
す
る
こ
と
が
、
市
政
に
携
わ
る
も
の

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
強
く
認
識
し
て

い
ま
す
。

新
し
い
世
紀
の
新
し
い
成
長
の
た
め
に
、
市

民
参
加
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
市
政
を
実
践
し
、

「
個
性
豊
か
な
国
際
文
化
都
市
長
岡
」
の
実
現

に
向
け
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
十
一
年
度
の
地
方
財
政
は
、
景
気
の
低

迷
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
多
額
の
財
源
不
足
が

生
じ
る
こ
と
か
ら
、
徹
底
し
た
行
政
改
革
を
進

め
る
と
と
も
に
、
歳
出
の
重
点
化
を
図
り
、
財

政
体
質
の
健
全
化
に
努
め
る
こ
と
が
急
務
と
な

っ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
厳
し
い
経
済
情
勢
か
ら

主
要
な
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
の
激
減
が
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
な
か
で
も
、

積
極
的
な
景
気
対
策
へ
の
取
り
組
み
や
、
少
子

ま
い

高
齢
社
会
に
対
す
る
総
合
的
な
福
祉
施
策
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
は
、

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
改
善
の
推
進
も
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
極
め
て
厳
し
い
予
算
編

成
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
三
つ
を
最

重
要
課
題
と
い
た
し
ま
し
た
。

①
地
域
経
済
の
再
生
に
向
け
て
の
景
気
対
策
の

拡
充

②
平
成
十
二
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
介
護
保
険

の
実
施
体
制
の
確
立

③
市
民
の
た
め
の
市
政
を
実
現
す
る
行
財
政
改

善
の
推
進

こ
れ
ら
三
つ
に
加
え
、「
環
境
に
や
さ
し
く

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」、「
教
育
・
文
化
の

向
上
」、「
都
市
機
能
の
充
実
と
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
」
を
重
点
施
策
に
掲
げ
た
ほ
か
、

地
方
分
権
を
視
野
に
入
れ
た
「
広
域
行
政
の
推

進
」
を
は
じ
め
、「
市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」
の
一
層
の
推
進
、
市
民
の
自
主
的
な
地

域
活
動
を
促
す
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推

進
」、
さ
ら
に
は
、「
高
度
情
報
化
の
推
進
」、

「
国
際
交
流
の
推
進
」
な
ど
に
も
配
慮
し
ま
し

た
。

本
年
は
、
一
九
〇
〇
年
代
最
後
の
年
で
あ
り

ま
す
。
同
時
に
次
の
千
年
紀
に
つ
な
が
る
大
き

な
意
味
を
持
つ
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
既
成
概
念

を
廃
し
、
全
力
を
傾
注
し
て
予
算
の
編
成
に
当

た
り
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
平
成
十
一
年
度

予
算
は
、
間
も
な
く
訪
れ
る
二
十
一
世
紀
へ
の

確
か
な
架
け
橋
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
新
し
い
成
長
の
た
め
に
、
い

ま
こ
そ
英
知
を
結
集
し
、
希
望
の
種
を
ま
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
岡
市
発
展
の
基

礎
と
な
る
次
世
代
へ
の
財
産
を
築
く
こ
と
が
、

大
き
な
転
換
点
に
立
つ
私
た
ち
の
使
命
と
考
え

ま
す
。

夢
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
こ
れ
を
実
現
し
よ

う
と
い
う
意
欲
は
沸
い
て
き
ま
せ
ん
。
厳
し
い

時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
将
来
の
す
ば
ら
し
い
夢
を
描
き
な
が
ら
、

力
を
合
わ
せ
、
長
岡
市
の
限
り
な
い
発
展
に
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
平
成
十
一
年
度
予
算
の
内
容
は
、
市
政
だ
よ

り
三
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
経
済
の
活
性
化
が

緊
急
の
課
題
で
す

少
子
高
齢
社
会
は

市
民
み
ん
な
の
支
え
合
い
で

新
し
い
成
長
を
支
え
る

基
礎
づ
く
り
を

予
算
編
成
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策

３月号で特集した平成11年度予算案は、３月26日
の市議会で可決され、４月１日から新年度事業がス
タートしました。
今月は、新年度の事業を進めていくにあたり、日

浦市長が市議会で演説した市政執行方針の要旨をご
紹介しましょう。

平成11年度市政執行方針

平
成
11
年
度
市
政
執
行
方
針

３月12日に開かれた市政モニター会議では、市政に対する日ごろの
考えや提案が出されました。その一部をご紹介しましょう。

s
「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
新
し
い
世
紀
へ

向
か
っ
て
新
し
い
成
長
を
遂
げ
た
い
」
と

日
浦
市
長

▲「こちらから声を出さなければ福祉
サービスを受けれないのが現状。気兼
ねなくサービスを受けることができる
体制をつくって欲しい」と野澤マツエ
さん（六日市町）

▼「個性とゆとりのある少数クラスの
教育に力を入れて欲しい」と池津雅實
さん（王番田町）

新
年
度
予
算
は

21
世
紀
へ
の
確
か
な
架
け
橋
で
す

市
民
と
一
緒
に
夢
を
描
き
な
が
ら
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は
が
き
は
、
一
枚
で
二
人
分
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分

を
切
り
取
っ
て
投
票
所
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

四
月
十
七
日
g
ま
で
に
郵
便
で

お
届
け
し
ま
す
が
、
転
居
な
ど
で

届
か
な
い
場
合
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
票
す
る
投
票
所
は
、
お

届
け
す
る
投
票
所
入
場
券
に

記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
お
確

か
め
の
う
え
、
投
票
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る

人
が
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

い
）

○
太
田
地
区
の
人
は
太
田
出
張
所

で
も
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

指
定
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い

る
人
は
、
そ
こ
で
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
の
で
、院
（
園
）
長
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

市
内
に
あ
る
指
定
病
院
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。

長
岡
赤
十
字
病
院
、
長
岡
中
央
綜

合
病
院
、
悠
久
荘
、
田
宮
病
院
、

立
川
綜
合
病
院
、
長
岡
保
養
園
、

吉
田
病
院
、
長
岡
西
病
院
、
桃
李

園
、
悠
遊
健
康
村
病
院
、
か
つ
ぼ

園
、
こ
ぶ
し
園
、
ま
ち
だ
園
、
悠

遊
苑
、
や
す
ら
ぎ
園
、
サ
ン
プ
ラ

ザ
長
岡
、
桐
樹
園
、
槇
山
け
や
き

苑
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
・
こ
ぶ

し
、
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
王
見
台

投
票
日
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
用
務

が
あ
る
人

②
何
ら
か
の
用
務
で
投
票
区
域
外

に
い
る
人
（
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、

買
い
物
等
）

③
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
（
商

用
、
出
稼
ぎ
に
よ
り
市
外
に
滞

在
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
行
き

先
の
市
町
村
役
場
で
投
票
が
で

き
ま
す
）

④
治
療
、
出
産
な
ど
の
た
め
、
歩

行
、
外
出
が
困
難
に
な
る
と
予

測
さ
れ
る
人

○
長
岡
市
役
所

○
厚
生
会
館
（
車
で
お
越
し
の
人

は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
側
の

臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

①
平
成
十
一
年
一
月
十
七
日
ま
で

に
長
岡
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
人

②
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
十
六
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人

③
引
き
続
き
市
内
に
住
所
が
あ
る

人入
場
整
理
券
が
送
付
さ
れ
た
人

で
あ
っ
て
も
、
市
外
へ
転
出
し
た

場
合
は
、
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。

４

投
票
所
入
場
券
は

は
が
き
で
お
届
け
し
ま
す

４
月
25
日
A
は
長
岡
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
選
挙
で
あ
る
と
と
も
に
、

世
紀
を
目
前
に
控
え
、
今
後
の
市
政
の
方
向
を
決
め
る
大

切
な
選
挙
で
す
。

選
挙
の
主
役
は
市
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。
棄
権
せ
ず
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

投
票
所

投
票
で
き
る
人

不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

不
在
者
投
票
の
場
所

指
定
病
院
な
ど
で
も

投
票
で
き
ま
す

不
在
者
投
票
の
期
間

４
月
18
日
A
〜
24
日
G

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

投
票
日
当
日
、
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

次の投票所に車いすを用意
します
厚生会館、千手小学
校、南中学校、四郎
丸小学校、旭岡中学
校、阪之上小学校、
川崎小学校、みどり幼稚園、神田小学校、
新町小学校、北中学校、表町小学校、中
島小学校、大島小学校、柿小学校、栖吉
小学校、富曽亀小学校、希望が丘小学校、
上川西小学校、石坂小学校、上組小学校、
宮内公民館、宮内小学校、深沢小学校、
山谷沢小学校、桂小学校、黒条小学校、
上除保育所、日越小学校、関原小学校、
宮本公民館、川崎東小学校

上記以外の投票所でも、希望があれば
用意します。お早めに選挙管理委員会事
務局に申し出てください。

贈らない！
求めない！
受けとらない！は
きれいな選挙の合言葉
長岡市明るい選挙推進協議会

手帳の種類�

身体障害者�
手帳　�

障 害 の 種 類�

両下肢の障害、�
体幹の障害、�
移動機能の障害�

１級�
もしくは�
２級�

心臓、じん臓、
呼吸器、ぼうこ�
うの障害、直腸・�
小腸の障害�

１級�
もしくは�
３級�

障害の程度�

▼郵便投票証明書

下記に該当する人は、申請により「郵便投票証明書」が交
付され、在宅投票ができます。お早めに選挙管理委員会事務
局に申し出てください。

投票時間は
午前７時から
午後８時までです

夜８時までなら、
仕事の後で行ける。

昼間は子供と遊ん
で、投票は夜に行
きます。

４月25日Aは

候
補
者
の
略
歴
や
政
見
を
掲
載

し
た
選
挙
公
報
を
新
聞
に
折
り
込

ん
で
、
四
月
二
十
二
日
E
ま
で
に

お
届
け
し
ま
す
。

新
聞
を
と
っ
て
い
な
い
と
き
や

選
挙
公
報
が
届
か
な
か
っ
た
と
き

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
次
の
場
所
に
も
選
挙
公

報
を
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
役
所
、
太
田
出
張
所
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
厚
生
会

館
、
各
体
育
館
、
各
地
区
公
民

館
、
中
央
図
書
館
、
互
尊
文
庫
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
場
を
市

内
百
十
か
所
に
設
け
ま
す
。
ポ
ス

タ
ー
掲
示
板
を
壊
し
た
り
、
ポ
ス

タ
ー
を
破
い
た
り
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

選
挙
公
報
と

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
に
つ
い
て

身体に重度の障害がある人は

郵便による不在者投票を ４月11日aは
新潟県議会議員
選挙の
投票日です

21
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継
続
実
施
（
18
件
）

○
被
服
貸
与
制
度
の
改
正

平
成
十
一
年
四
月
分
か
ら
順
次
実
施

す
る
。

○
臨
時
職
員
、
嘱
託
員
の
活
用

季
節
性
等
の
業
務
内
容
に
応
じ
た
活

用
を
進
め
る
。

○
地
方
債
依
存
度
の
上
限
設
定
（
歳
入

の
10
％
以
内
を
目
標
）

○
起
債
制
限
比
率
の
上
限
設
定
（
15
％

以
内
を
目
標
）

○
地
方
債
現
在
高
の
圧
縮
（
平
成
９
年

度
に
対
し
て
40
億
円
の
減
）

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
地
方
債
発

行
の
圧
縮
を
図
っ
て
い
る
。

○
行
財
政
改
善
推
進
計
画
の
進
ち
ょ
く

状
況
の
公
表

市
政
だ
よ
り
等
で
公
表
し
て
い
く
。

着
手
（
12
件
）

○
事
務
処
理
手
順
の
統
一
化

平
成
十
年
度
は
、
事
務
量
調
査
に
よ

り
各
課
の
事
務
を
体
系
化
し
た
。
今

後
、
順
次
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
進
め
る
。

○
広
域
行
政
組
合
に
政
策
調
整
会
議
を

設
置

長
岡
地
域
広
域
市
町
村
圏
の
企
画
担

当
課
長
会
議
で
調
査
研
究
を
開
始
。

○
施
設
の
維
持
補
修
計
画
の
策
定

統
一
的
管
理
基
準
に
基
づ
く
日
常
点

検
を
実
施
し
、
維
持
補
修
計
画
を
策

定
す
る
。

○
芸
術
文
化
団
体
の
事
務
局
の
移
管

音
楽
協
会
は
自
立
し
た
協
会
へ
の
再

編
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
。
美
術
協

会
も
運
営
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

○
職
種
変
更
や
技
能
労
務
職
員
の
職
域

間
異
動
の
推
進

業
務
委
託
の
動
向
を
見
な
が
ら
効
率

的
な
人
員
配
置
を
行
う
。

○
能
力
開
発
と
意
識
変
革
を
め
ざ
し
た

職
員
研
修
計
画
の
策
定

○
財
政
調
整
基
金
の
積
立
目
標
額
の
設

定
（
40
億
円
）

○
減
債
基
金
の
積
立
目
標
額
の
設
定

（
30
億
円
）

景
気
対
策
と
し
て
基
金
を
活
用
。
今

後
計
画
的
な
積
立
て
を
行
い
目
標
達

成
を
め
ざ
す
。

○
審
議
会
、
委
員
会
な
ど
の
市
民
代
表

委
員
の
広
範
な
選
出

○
市
民
参
加
意
識
の
醸
成

○
情
報
提
供
、
相
談
な
ど
に
よ
る
市
民

参
加
の
支
援

市
民
参
加
推
進
の
指
針
（
仮
称
）
を

策
定
す
る
。

お
父
さ
ん
●
長
岡
市
の
行
財
政
改
善
も

い
よ
い
よ
二
年
目
に
入
っ
た
ね
。
一
年

目
の
成
果
は
ど
う
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
？

お
母
さ
ん
●
改
善
項
目
は
一
八
〇
あ
っ

て
、
こ
れ
を
平
成
十
四
年
度
ま
で
に
改

善
す
る
ん
だ
っ
た
わ
よ
ね
、
提
言
く
ん
。

提
言
く
ん
●
さ
す
が
お
母
さ
ん
。
よ
く

覚
え
て
い
る
ね
。
市
の
方
で
全
改
善
項

目
の
取
り
組
み
状
況
を
ま
と
め
た
と
い

う
か
ら
、
ま
ず
は
そ
れ
を
見
て
み
よ
う

か
（
図
１
）。

お
父
さ
ん
●
こ
の
グ
ラ
フ
は
確
か
、
昨

年
の
市
政
だ
よ
り
十
月
号
に
も
載
っ
て

た
よ
な
。
あ
れ
か
ら
半
年
た
っ
て
、「
実

施
済
」
と
「
一
部
ま
た
は
継
続
実
施
」

が
増
え
た
み
た
い
だ
。

お
母
さ
ん
●
数
字
が
増
え
た
の
は
わ
か

る
け
ど
、
具
体
的
に
ど
ん
な
改
善
を
実

施
し
た
の
か
知
り
た
い
わ
。

提
言
く
ん
●
下
の
表
を
見
て
ご
ら
ん
。

平
成
十
年
度
に
行
っ
た
改
善
の
主
な
も

の
だ
よ
。

お
父
さ
ん
●
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
に

着
手
し
た
ん
だ
ね
。
市
民
と
し
て
気
に

な
る
の
は
、
や
っ
ぱ
り
人
件
費
に
か
か

わ
る
と
こ
ろ
だ
け
ど
…
。
「
出
張
旅
費

制
度
の
改
正
」
は
ど
う
い
う
も
の
な

の
？

提
言
く
ん
●
市
役
所
か
ら
四
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
内
の
市
町
村
へ
出
張
す
る
と

き
の
日
当
の
廃
止
や
、
役
職
に
よ
る
支

給
額
の
差
を
な
く
す
等
の
見
直
し
を
す

る
と
い
う
も
の
だ
よ
。
こ
の
四
月
か
ら

実
施
す
る
ん
だ
。

お
母
さ
ん
●
半
年
前
に
比
べ
て
、
廃
止

し
た
も
の
や
縮
小
し
た
も
の
も
い
く
つ

長
岡
市
の
行
財
政
改
善
が
始
ま

っ
て
か
ら
、
一
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
昨
年
三
月
に
策
定
し
た
「
長

岡
市
行
財
政
改
善
推
進
計
画
」
に

挙
げ
ら
れ
た
、
一
八
〇
項
目
の
改

善
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

今
月
は
、
長
岡
市
の
行
財
政
改

善
の
行
方
を
ず
っ
と
見
守
っ
て
い

る
長
岡
さ
ん
夫
婦
が
、
現
在
の
取

り
組
み
状
況
を
提
言
く
ん
か
ら
説

明
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、
二
月
二
十
四
日
に
開
か

れ
た
第
二
回
長
岡
市
行
財
政
改
善

推
進
市
民
委
員
会
の
よ
う
す
も
ご

紹
介
し
ま
す
。

実
施
済
み
（
46
件
）

○
青
葉
台
事
務
所
の
廃
止

○
出
張
旅
費
制
度
の
改
正

平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
近
隣
市

町
村
へ
の
出
張
時
の
日
当
の
廃
止
や

役
職
に
よ
る
支
給
額
の
差
を
な
く
す

等
の
見
直
し
を
実
施
。

○
長
岡
市
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
廃
止

○
長
岡
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
の

縮
小

平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
、
委
員

二
十
五
人
を
十
五
人
に
。

○
清
掃
委
託
、
警
備
委
託
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成

○
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
計
画
的
職
員

採
用

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
実
施
す

る
。

○
情
報
公
開
制
度
の
充
実

磁
気
記
録
等
を
公
開
請
求
対
象
に
追

加
。
市
職
員
そ
の
他
の
公
務
員
の
職
、

氏
名
等
、
一
定
の
個
人
情
報
も
公
開

対
象
と
し
た
。

○
公
開
請
求
手
続
き
の
簡
素
化

口
頭
請
求
の
範
囲
を
拡
大
。
任
意
様

式
で
の
請
求
受
理
等
の
簡
素
化
を
実

施
し
た
。

○
行
政
監
査
の
本
格
実
施

普
通
財
産
（
土
地
）
の
管
理
状
況
に

つ
い
て
監
査
を
実
施
。

一
部
実
施
（
20
件
）

○
図
書
館
の
閉
館
時
間
の
繰
下
げ

平
成
十
年
度
の
冬
期
間
の
閉
館
時
間

を
午
後
六
時
か
ら
午
後
七
時
に
変
更

し
た
。
平
成
十
一
年
度
は
中
央
図
書

館
で
土
・
日
曜
日
の
閉
館
時
間
を
午
後

五
時
か
ら
午
後
七
時
に
変
更
。

○
人
材
育
成
の
充
実

米
百
俵
（
学
習
情
報
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
実
験
事
業
を
小
・
中
学
校
各
二
校

で
開
始
し
た
。
十
年
度
中
に
小
学
校

七
校
、
中
学
校
五
校
に
拡
大
。

○
市
職
員
の
出
向
・
併
任
の
見
直
し

出
向
・
併
任
を
必
要
最
小
限
に
抑
え
る
。

○
時
差
勤
務
制
（
ス
ラ
イ
ド
勤
務
）
の

拡
大

四
課
で
実
施
済
。
今
後
、
全
庁
的
な

必
要
性
や
問
題
点
等
に
つ
い
て
調
整
。

○
公
聴
会
、
懇
談
会
な
ど
へ
の
市
民
参

加
手
法
の
積
極
的
活
用

「
水
辺
プ
ラ
ザ
の
整
備
」
等
の
モ
デ

ル
事
業
を
継
続
し
、
市
民
参
加
手
法

を
検
証
す
る
。
併
せ
て
市
民
参
加
推
　

進
の
指
針
（
仮
称
）
を
策
定
す
る
。

特集

長岡市の行財政改善、
平成10年度の成果は…

長岡さん
夫婦

特集 長岡市の行財政改善、
平成１０年度の成果は…

おなじみ・提言くん

平成10年度には、
こんな改善を
実施したワン！
（一部抜粋）

実施済�
（５６件）�
３１.１％�

検討中（８件）�
４.４％�

着手（６４件）�
３５.６％�

一部または�
継続実施�
（５２件）�
２８.９％�

（図の見方について）
実 施 済 改善が完了したもの　
一部実施 一部の部門等で改善を実施したもの　
継続実施 改善の趣旨に沿って毎年度手法を変

えたりしながら改善していくもの
着　　手 実施方針が決定し動きだしたもの、

一部で条例改正等が終了し施行日を
待つもの、準備に着手したもの

検 討 中 実施方針等を調査、検討しているもの

（図１）改善項目の取り組み状況

てい げん
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字
か
よ
く
説
明
す
る
ね
。

平
成
十
年
四
月
一
日
現
在
の
職
員
数

は
千
八
百
十
四
人
。
こ
れ
が
適
正
か
ど

う
か
を
把
握
す
る
た
め
、
第
三
者
の
専

門
機
関
に
「
事
務
量
・
定
員
管
理
診
断
」

を
委
託
し
て
、
昨
年
調
査
を
行
っ
た
ん

だ
。

お
父
さ
ん
●
へ
ー
え
。
民
間
の
機
関
が

調
査
し
た
の
か
。

提
言
く
ん
●
そ
の
結
果
、
事
務
職
と
技

術
職
等
で
三
十
六
人
の
削
減
余
地
が
あ

る
こ
と
、
管
理
員
、
調
理
員
な
ど
の
業

務
に
つ
い
て
民
間
委
託
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
ん
だ
。

こ
の
調
査
の
結
果
と
新
た
な
行
政
需

要
、
今
後
の
退
職
者
の
動
向
や
職
員
の

年
齢
構
成
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
て
、

目
標
年
次
の
職
員
数
を
千
七
百
五
十
八

人
（
削
減
率
三
・
一
％
）
に
す
る
こ
と

が
適
正
だ
と
判
断
し
た
ん
だ
。

お
母
さ
ん
●
そ
う
ね
え
。
地
方
分
権
が

進
ん
で
市
役
所
の
仕
事
は
増
え
る
の
に
、

職
員
が
減
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ

な
が
っ
た
ら
困
る
の
は
私
た
ち
だ
も
の

ね
。
じ
ゃ
あ
、
そ
の
五
十
六
人
を
こ
れ

か
ら
ど
う
や
っ
て
減
ら
し
て
い
く
の
？

提
言
く
ん
●
定
員
適
正
化
の
考
え
方
を

簡
単
に
ま
と
め
た
の
が
、
上
の
図
２
だ
。

百
十
六
人
減
ら
す
一
方
で
、
介
護
保
険

や
資
源
ご
み
分
別
収
集
の
拡
大
等
に
対

応
し
て
職
員
を
配
置
し
て
い
く
よ
。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
、
必
要
最
小
限

の
職
員
数
で
業
務
量
に
見
合
っ
た
配
置

を
し
て
、
定
員
の
適
正
化
を
図
っ
て
い

く
つ
も
り
だ
よ
。

か
あ
る
わ
ね
。
時
代
の
流
れ
で
役
割
を

終
え
て
い
る
も
の
は
、
ど
ん
ど
ん
見
直

し
て
ほ
し
い
わ
ね
。

お
父
さ
ん
●
地
方
債
の
圧
縮
や
基
金
の

積
立
な
ど
、
財
政
に
関
す
る
項
目
も
挙

げ
ら
れ
て
い
る
ね
。

提
言
く
ん
●
財
政
の
健
全
化
は
行
財
政

改
善
の
大
き
な
課
題
だ
か
ら
ね
。

推
進
計
画
で
は
、
国
な
ど
か
ら
の
借

金
で
あ
る
地
方
債
の
発
行
を
抑
え
、
歳

入
に
占
め
る
地
方
債
の
割
合
を
十
％
以

内
に
す
る
の
を
目
標
と
し
て
い
る
ん
だ
。

平
成
十
一
年
度
は
、
表
１
の
よ
う
に
地

方
債
の
発
行
を
抑
制
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
よ
。

基
金
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
取

り
崩
さ
な
い
方
針
だ
っ
た
け
ど
、
景
気

対
策
な
ど
の
た
め
に
、
や
む
を
得
ず
表

２
の
よ
う
に
取
り
崩
す
こ
と
に
な
っ
た

ん
だ
。

お
父
さ
ん
●
財
政
の
話
は
、
い
つ
聞
い

て
も
厳
し
い
な
あ
…
。
で
も
、
健
全
な

財
政
を
め
ざ
し
て
、
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
ね
。

お
母
さ
ん
●
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り

行
政
の
ス
リ
ム
化
を
進
め
な
く
ち
ゃ
ね
。

平
成
十
一
年
度
は
、
ど
ん
な
改
善
を
し

て
い
く
の
か
し
ら
。

提
言
く
ん
●
新
年
度
に
改
善
す
る
の
は

左
ペ
ー
ジ
下
の
と
お
り
だ
よ
。

お
母
さ
ん
●
押
印
が
必
要
な
申
請
書
等

が
減
る
の
は
あ
り
が
た
い
わ
。
そ
れ
と
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
土
・
日
も

証
明
書
な
ど
の
発
行
を
し
て
も
ら
え
る

の
も
…
。
平
日
は
仕
事
が
あ
っ
て
な
か

な
か
市
役
所
に
行
け
な
い
の
よ
ね
。

提
言
く
ん
●
将
来
的
に
は
、
市
役
所
に

来
な
く
て
も
地
域
で
証
明
書
等
を
発
行

で
き
る
拠
点
を
設
置
し
た
い
と
、
市
で

は
考
え
て
い
る
ん
だ
よ
。

お
父
さ
ん
●
そ
う
な
っ
た
ら
便
利
だ
ね
。

と
こ
ろ
で
、
気
に
な
る
職
員
の
数
は
、

平
成
十
四
年
度
ま
で
に
五
十
六
人
削
減

と
あ
る
け
ど
、
市
の
職
員
っ
て
今
ど
れ

く
ら
い
い
る
ん
だ
っ
け
？

お
母
さ
ん
●
確
か
千
八
百
人
く
ら
い
じ

ゃ
な
か
っ
た
か
し
ら
。
五
年
か
け
て
五

十
六
人
っ
て
、
何
だ
か
少
な
い
よ
う
な

気
が
す
る
け
ど
…
。

お
父
さ
ん
●
そ
う
だ
よ
な
。
大
手
企
業

で
も
大
規
模
な
リ
ス
ト
ラ
を
し
て
い
る

時
代
に
、
こ
れ
じ
ゃ
あ
ち
ょ
っ
と
生
ぬ

る
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？

提
言
く
ん
●
そ
う
い
う
見
方
も
あ
る
け

ど
、
こ
れ
が
ど
う
や
っ
て
出
て
き
た
数

実
施
に
向
け
て
準
備
が

整
っ
た
も
の
（
6
件
）

○
青
葉
台
診
療
所
の
廃
止

○
婦
人
交
通
指
導
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
廃
止

○
新
た
な
定
員
適
正
化
計
画
の
策
定

平
成
十
一
年
度
か
ら
十
四
年
度
ま
で

の
定
員
適
正
化
計
画
を
平
成
十
一
年

三
月
末
に
策
定
す
る
（
削
減
目
標
五

十
六
人
、
三
・
一
％
減
）

○
総
合
的
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定

一
部
準
備
が
整
っ
た
も
の（
6
件
）

○
申
請
書
等
押
印
の
省
略
、
添
付
書
類

の
簡
素
化

平
成
十
一
年
四
月
か
ら
順
次
実
施
。

○
車
両
運
転
業
務
の
委
託

平
成
十
一
年
四
月
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
、

自
動
車
文
庫
の
運
転
業
務
を
民
間
に

委
託
す
る
。

○
56
歳
以
上
昇
給
延
伸
・
58
歳
以
上
昇

給
停
止

平
成
十
一
年
度
五
十
九
歳
昇
給
停
止
、

平
成
十
二
年
度
五
十
八
歳
昇
給
停
止

を
実
施
。
段
階
的
引
き
下
げ
を
行
い
、

最
終
的
に
は
五
十
五
歳
昇
給
停
止
を

実
施
す
る
。

○
外
郭
団
体
等
へ
の
情
報
公
開
の
促
進

7
米
百
俵
財
団
の
情
報
公
開
を
平
成
　
　

十
一
年
四
月
に
実
施
す
る
。

実
施
に
向
け
た
準
備
に
着
手

し
た
も
の
（
16
件
）

○
公
設
青
果
地
方
卸
売
市
場
の
民
営
化

○
敬
老
会
の
全
地
区
地
元
開
催
化

○
新
し
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

平
成
十
一
年
十
月
か
ら
市
民
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
で
の
住
民
票
等
の
発
行

時
間
の
拡
大
と
土
・
日
曜
日
の
証
明

発
行
を
実
施
す
る
。

○
地
域
施
設
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
」
化

三
地
区
で
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
。

○
特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し

現
行
三
十
三
種
類
の
特
殊
勤
務
手
当

を
見
直
し
、
二
十
六
種
類
と
す
る
案

を
職
員
団
体
に
提
示
済
み
。

○
企
業
手
当
の
廃
止

平
成
十
一
年
度
か
ら
の
段
階
的
廃
止

案
を
職
員
労
働
組
合
に
提
示
済
み
。

○
計
画
、
事
業
に
つ
い
て
検
討
段
階
か

ら
の
公
表

市
民
参
加
の
取
り
組
み
状
況
、
市
民

活
動
団
体
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

今
後
、
公
開
情
報
の
範
囲
等
、
計
画

段
階
か
ら
の
公
表
に
向
け
て
検
討
。

○
「
新
な
が
お
か
女
性
プ
ラ
ン
（
仮

称
）」
の
策
定

女
性
政
策
推
進
会
議
や
市
民
委
員
に

よ
る
懇
談
会
等
を
開
催
す
る
。

効
果
的
な
財
政
運
営
を

定
員
適
正
化
計
画
と
は

新
年
度
の
改
善
項
目
は
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地方債年度末現在高�

地方債現在高、予算規模、地方債依存度の推移（一般会計）�

※地方債の年度末現在高および依存度については、平成元年度～９年度は決算、�
　10年度は決算見込み、11年度は当初予算�

（表１）�
地方債発行の適正化�

平成11年度�
発行額の�
抑制�

46億�
  2,510万円�
745億�
  1,956万円�

6.4％�

48億�
  3,690万円�

△2億�
  1,180万円�
△4億�
  7,175万円�
△0.8�
　ポイント�

749億�
  9,131万円�

7.2％�

年度末�
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依存度の�
改善�
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（表２）�
基金の状況�

平成11年度�
積立額②�取崩額③�

（単位：千円）�

平成10年度末�
現在高①�
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現在高（見込み）�
①＋②－③�

3,018,802 4,506 969,660 2,053,648

平成11年度は
こんな改善を
するワン…
（一部抜粋）

市職員の定員適正化の考え方

（図２）

事業の民営化　　　　　△３
公設青果地方卸売市場の民営化

事業の廃止・縮小　　　△20
婦人交通指導パトロール隊の廃止など

事業の委託化　　　　　△56
学校給食調理業務、議会会議録作成業務等の委託化など

事務の効率化　　　　　△20
課や係を超えた相互応援体制の強化など

出向等終了　　　　　　△10
7長岡市芸術文化振興財団等からの職員引き揚げなど

その他　　　　　　　　△７

介護保険の導入　　　　　23
資源ごみ分別収集の拡大　３
都市景観条例など　　　　12

※調整は民間活力の新たな活用等の検討結果により
対応するもの

1,814人� 1,758人�

減員�
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△56人�

※調　整�
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　　　38人�

基準年次（平成10年度）目標年次（平成14年度）

特集 長岡市の行財政改善、
平成１０年度の成果は…
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の
基
本
的
な
考
え
方
は
？

事
務
局
●
直
営
と
委
託
と
の
コ
ス
ト
比

較
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
向
上
、

委
託
先
の
選
定
方
法
、
現
に
従
事
し
て

い
る
職
員
の
処
遇
等
を
詳
細
に
検
討
し

て
、
民
間
に
委
託
し
た
方
が
有
利
と
判

断
す
れ
ば
積
極
的
に
推
進
す
る
と
い
う

考
え
で
す
。

委
員
●
行
財
政
改
善
に
女
性
の
視
点
を

入
れ
て
も
ら
い
た
い
。
防
災
や
道
路
と

い
っ
た
分
野
の
審
議
会
に
も
女
性
の
委

員
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

委
員
●
長
岡
市
は
年
間
の
予
算
よ
り
も

多
い
借
金
が
あ
る
の
に
、
貸
付
金
と
い

う
の
は
行
政
の
本
来
の
業
務
な
の
か
。

事
務
局
●
深
刻
な
経
済
情
勢
の
も
と
、

緊
急
経
済
対
策
の
拡
充
は
地
方
公
共
団

体
の
目
的
に
か
な
う
も
の
と
考
え
、
引

き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

委
員
●
行
財
政
改
善
は
赤
字
対
策
が
最

も
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
市

民
も
節
約
し
、
辛
抱
す
る
必
要
が
あ
る
。

何
を
実
施
す
る
か
で
な
く
て
、
何
を
削

る
か
の
時
代
で
あ
る
。
行
政
も
市
民
に

対
し
何
を
や
め
る
か
明
確
に
示
し
て
ほ

し
い
。

委
員
●
「
特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し
」

は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
手
当
を
減
ら
す

方
針
な
の
か
。
ま
た
、
企
業
手
当
と
は

何
か
。

事
務
局
●
勤
務
の
特
殊
性
か
ら
支
給
し

て
い
る
も
の
で
、
九
種
類
の
手
当
を
廃

止
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
税
務

手
当
、
保
育
手
当
、
勤
務
差
手
当
の
廃

止
に
つ
い
て
は
、
職
員
組
合
の
同
意
が

得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

企
業
手
当
は
水
道
局
の
業
務
に
特
殊

性
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
水
道
局
職

員
に
支
給
し
て
い
ま
す
が
、
行
政
職
と

区
別
な
く
人
事
上
の
交
流
を
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
廃
止
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

委
員
●
定
員
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
、
職
員
を
人
口

の
〇
・
三
％
に
す
る
所
な
ど
も
あ
り
、

改
革
の
す
ご
さ
を
感
じ
る
。

日
本
は
前
例
と
か
慣
例
と
か
横
並
び

と
い
う
考
え
方
だ
が
、「
こ
れ
を
や
る
の

は
全
国
で
初
め
て
だ
」
と
い
う
こ
と
を
、

胸
を
張
っ
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

委
員
●
定
員
適
正
化
の

た
め
に
は
職
員
の
能
力

開
発
や
勤
務
意
欲
向
上

が
重
要
と
思
う
が
、
具

体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を

進
め
て
い
く
の
か
。

事
務
局
●
勤
務
意
欲
向

上
の
た
め
に
必
要
な
職

員
の
評
価
は
、
一
方
的

で
は
な
く
、
評
価
さ
れ

る
側
も
納
得
で
き
る
よ

う
な
客
観
的
な
基
準
で

行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

委
員
●
職
員
の
意
識
改

革
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

事
務
局
●
各
職
場
の
係

長
、
課
長
補
佐
、
課
長
と
市
長
が
直
接

懇
談
す
る
機
会
を
設
け
た
り
、
専
門
の

講
師
を
招
い
て
民
間
の
立
場
か
ら
指
導

を
受
け
た
り
、
職
員
の
意
識
啓
発
に
努

め
て
い
ま
す
。

委
員
●
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
交

付
時
間
の
拡
大
は
十
月
か
ら
と
い
う
こ

と
だ
が
、
住
民
異
動
が
多
く
な
る
三
月

か
四
月
か
ら
実
施
で
き
な
い
か
。

事
務
局
●
交
付
時
間
の
拡
大
は
戸
籍
総

合
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
を
前
提
と
し
て
お

り
、
稼
働
以
前
だ
と
職
員
の
動
員
が
必

要
で
す
。
費
用
等
の
面
で
困
難
が
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

委
員
●
図
書
館
の
冬
期
間
の
閉
館
時
間

を
午
後
六
時
か
ら
七
時
に
一
時
間
延
長

し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
例
え
ば
気
候

の
い
い
こ
ろ
は
延
長
し
、
冬
期
間
は
従

来
ど
お
り
と
い
う
よ
う
に
、
必
要
に
応

じ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

委
員
●
事
業
の
民
間
委
託
に
あ
た
っ
て

なかなか厳しい意見も出されたね。でも、

それだけ委員の人たちが真剣に長岡市

をよくしようと考えてくれているっ

てことだと思うよ。

みんなも負けずに行財政改善へ

の意見を出してほしいな。ご

意見・ご要望を行政管理課

139・2208まで聞か

せてね。

s
図
書
館
を
よ
く
利
用
す
る
と
い
う
星
哲
人
く
ん
と
お
母
さ
ん
（
草
生
津
１
）。

図
書
館
は
開
館
時
間
が
長
く
な
り
、
貸
出
冊
数
も
増
え
て
い
ま
す

▲委員会のようす

適
正
な
定
員
管
理
を

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

引
き
続
き
着
実
な
改
善
を
…

これまでぼくが説明してきたこ
とは、2月24日に行われた第2回
の「行財政改善推進市民委員会」
でも議論されたよ。
委員の人たちからは、改善の実

施状況や定員適正化計画について、
たくさんの質問や意見が出された
んだ。その一部を紹介するよ。

特集 長岡市の行財政改善、
平成１０年度の成果は…
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▲保険課は国保医療課と名称を変更。１階に移りました

長
岡
市
は
四
月
一
日
か
ら
、
介
護
保
険
課
の
新
設
を
は
じ
め
、
福
祉
保
健
部
の

組
織
を
改
正
し
、
介
護
保
険
制
度
の
運
営
に
備
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
福
祉
関
連
の
窓
口
を
わ
か
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
配
置
に
変

更
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
を
め
ざ
し
て�

市
役
所
の
組
織
を
改
正�

市政ニュース�NAGAOKA

厚
生
会
館
地
区
に
計
画
し
て
い

る
長
岡
文
化
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
仮
称
）
の
実
施
設
計
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

実
施
設
計
で
は
、
施
設
に
求
め

ら
れ
る
基
本
的
な
性
能
、
安
全
性
、

快
適
性
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
全

体
の
容
積
や
構
造
等
を
見
直
し
て
、

全
体
事
業
費
の
縮
減
と
使
い
勝
手

の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
全
体
事
業
費
は
、

基
本
設
計
で
積
算
さ
れ
た
百
四
十

四
億
円
か
ら
十
四
億
円
あ
ま
り
が

削
減
さ
れ
、
お
よ
そ
百
三
十
億
円

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
文
化
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

昨
年
三
月
、
行
財
政
改
善
を
優
先

す
る
考
え
か
ら
、
財
政
状
況
が
好

転
す
る
ま
で
三
年
程
度
の
間
、
着

工
を
延
期
す
る
こ
と
に
決
定
し
て

い
ま
す
。

長
岡
市
は
事
業
着
手
ま
で
の
間

に
基
金
を
積
み
立
て
る
努
力
を
し

て
い
き
ま
す
。

課
と
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

な
お
、
地
域
振
興
券
発
行
推
進

室
は
廃
止
し
、
今
後
の
事
務
は
商

業
振
興
課
で
取
り
扱
い
ま
す
。

主
な
改
正
内
容
は
左
ペ
ー
ジ
の

表
の
と
お
り
で
す
。

福
祉
相
談
や
障
害
者
福
祉
に
関

す
る
事
務
を
取
り
扱
う
福
祉
相
談

課
は
、
一
階
に
置
き
ま
し
た
。

ま
た
、
国
保
や
年
金
の
届
け
出

と
市
民
課
の
転
入
転
出
の
届
け
出

は
関
連
が
あ
る
た
め
、
国
保
医
療

課
も
一
階
に
置
き
ま
し
た
。

各
課
の
配
置
は
、
下
図
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

今
回
の
組
織
改
正
は
、
ス
タ
ー

ト
ま
で
あ
と
一
年
に
迫
っ
た
介
護

保
険
制
度
の
実
施
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

こ
の
た
め
、
福
祉
保
健
部
に
介

護
保
険
課
を
設
置
し
、
介
護
保
険

に
関
す
る
事
務
、
高
齢
者
福
祉
に

関
す
る
事
務
、
在
宅
保
健
事
業
に

関
す
る
事
務
を
一
体
的
に
取
り
扱

い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
福
祉
総
務
課
と

介
護
福
祉
課
の
事
務
を
再
編
成
し
、

新
た
に
福
祉
相
談
課
を
設
置
し
ま

し
た
。
ま
た
、
介
護
保
険
準
備
室

は
廃
止
し
、
保
険
課
は
国
保
医
療

介
護
保
険
の

実
施
体
制
を
整
え
ま
す

窓
口
の
配
置
を

見
直
し
ま
し
た

●防災課は５階に移りました。�

●福祉総務課
　１階から移�
　動しました�

●国民年金に関する�
　事務はこちらです。�

●介護保険課�

●福祉相談課�
　障害福祉業務、福�
　祉相談（生活保護）
　業務は、こちらで�
　す。�

総合案内版�

ホ
ー
ル�

階
段�

警
備
員
室�

男
子
ト
イ
レ�

女
子
ト
イ
レ�

階
段�

案
内
所�

エ
レ
ベ
ー
タ
ー�

記載所�

国民年金�
窓　　口�

収入役室�

市民課�

銀　行�

国　保�
医療課�

福　祉�
相談課�

会計課�

印刷室�

情報公開�
コーナー�

庶務課�

福　祉�
総務課�

環　境�
政策課�

児　童�
福祉課�

介　護�
保険課�

市　民　税　課�収 　 納 　 課�

資産税課�

時間外入口�

コ
ピ
ー
室�

男子トイレ� 女子トイレ�

ホ
ー
ル�

階
段�

エ
レ
ベ
ー
タ
ー�

吹抜�

階段�

医
務
室�

正面入口�

西入口�１階�２階�
４
月
１
日
か
ら
の�

窓
口
の
配
置�

●国保医療課�
　保険課の名称を�
　変え、２階から
　移りました�

実
施
設
計
ま
と
ま
る�

全
体
事
業
費

14
億
円
あ
ま
り
を
削
減

●介護保険制度の導入に伴い、福祉総務課と介護福祉課を

再編し、福祉相談課と介護保険課を新設しました。

介護保険に関することを取り扱うほか、これまで

介護福祉課が担当していた高齢者福祉に関すること、

在宅保健に関することを取り扱います。

福祉相談課は、これまで介護福祉課が取り扱って

いた障害者福祉および児童福祉（児童福祉課の事務

を除く）に関する事務のほか、福祉総務課が担当し

ていた社会福祉に関する相談や助言および扶助に関

することを取り扱います。

長岡市が２つの保険制度を運営するため、保険課

の名称を変更するもので、取り扱う事務に変更はあ

りません。

（新設）介護保険課

（新設）福祉相談課

（保険課を名称変更）国保医療課

福祉総務課� 福祉総務課�（事務再編）

福祉相談課�（新設）�

介護保険課�

児童福祉課�

市民課�
健康課�

（新設）�

国保医療課�（名称変更）�

（廃止）�

介護福祉課�

児童福祉課�

市民課�
健康課�

保険課�

介護保険準備室�

新�旧�

福祉保健部　組織改正の主な内容



は
構
わ
な
い
と
、
す
ぐ
に
荒
れ
て
し

ま
う
。
手
を
加
え
て
や
る
と
、
喜
ん
で
花

が
咲
い
た
り
、
植
物
が
元
気
を
出
し
た
り

し
て
、
こ
た
え
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
く

て
。
そ
れ
が
足
を
運
ぶ
理
由
か
な
―
。

こ
う
話
す
五
十
嵐
武
治
さ
ん
（
宮
本
町

３
・
67
歳
）
は
、
雪
国
植
物
園
の
登
録
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
月
に
二
回
の
活
動

を
欠
か
し
ま
せ
ん
。

三
月
十
四
日
、
一
週
間
後
に
迫
っ
た
開

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
黙
々
と
作
業
を
進
め

る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
作
業
の
場
所

を
移
す
と
き
に
は
、
し
っ
か
り
と
園
内
の

様
子
を
観
察
し
て
い
ま
す
。

「
去
年
は
こ
の
あ
た
り
に
ユ
キ
ワ
リ
ソ

ウ
が
咲
い
て
い
た
が
…
」
「
そ
こ
に
咲
い

て
い
る
ぞ
」
な
ど
と
楽
し
そ
う
な
会
話
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

お
昼
過
ぎ
ま
で
続
け
ら
れ
た
作
業
で
、

開
園
の
準
備
は
す
っ
か
り
整
い
ま
し
た
。

園
準
備
の
た
め
、
雪
国
植
物
園
に
や
っ
て

き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
五
十
嵐
さ
ん
を

は
じ
め
、
四
十
人
あ
ま
り
。

園
路
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
落
ち
て
い
る
枯

れ
草
や
枯
れ
葉
、
小
枝
な
ど
を
集
め
、
あ

る
程
度
た
ま
る
と
た
き
火
に
し
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
そ
の
作
業
を
続
け
、
園

内
の
小
道
は
地
肌
を
現
し
、
歩
き
や
す
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
だ
雪
の
残
る
園
内
で
す
が
、
作
業
が

進
む
に
つ
れ
て
、
体
が
温
ま
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
上
着
を
脱
ぐ
姿
も
多
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
十
年
以
上

に
わ
た
る
活
動
に
支
え
ら
れ
、
雪
国
植
物

園
に
は
、
い
ま
、
約
七
百
種
類
の
植
物
が

自
生
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
植
物
の
世
界
を
求
め
て
、

昆
虫
や
鳥
な
ど
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

雪
国
植
物
園
を
運
営
す
る
6
平
成
令
終

会
専
務
理
事
の
大
原
久
治
さ
ん
は
、
こ
う

話
し
て
い
ま
す
。

―
植
物
の
世
界
が
広
が
る
に
つ
れ
、
昆
虫

も
復
活
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、

昨
年
は
、
ゴ
マ
ダ
ラ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
や
四
十

年
振
り
の
発
見
と
い
わ
れ
る
ツ
マ
グ
ロ
ヒ

ョ
ウ
モ
ン
と
い
っ
た
チ
ョ
ウ
が
現
れ
た
し
、

ト
ン
ボ
は
四
十
種
類
く
ら
い
、
鳥
は
六
十

種
類
く
ら
い
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
も
昨
年
は
、

五
百
匹
を
超
え
る
数
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
倍
々
に
増
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
年
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
非
常
に

興
味
深
い
で
す
ね
―
。

開
園
し
て
四
年
目
の
雪
国
植
物
園
で
は
、

残
し
た
い
、
伝
え
た
い
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
と
生
態
系
が
年
を
追
う
ご
と
に
復
元
さ

れ
て
い
ま
す
。

長
い
冬
を
越
え
て
迎
え
た
待
望
の
春
。

三
月
二
十
一
日
に
開
園
し
た
雪
国
植
物
園

は
、
十
一
月
末
ま
で
の
シ
ー
ズ
ン
中
、
毎

週
の
よ
う
に
違
っ
た
山
野
草
が
咲
き
、
訪

れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。
決
し
て
一
度

で
は
楽
し
み
き
れ
ま
せ
ん
。
何
度
も
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

ひ
っ
そ
り
と
咲
く
山
野
草
と
の
出
会
い

は
、
き
っ
と
心
を
弾
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

今
年
は
、「
森
の
音
楽
会
」（
４
月
29
日
）

を
は
じ
め
、「
ホ
タ
ル
の
夕
べ
」（
６
月
５

日
か
ら
）
、
一
年
に
た
っ
た
一
日
だ
け
昆

虫
採
集
が
許
さ
れ
る
「
夏
休
み
宿
題
子
供

相
談
日
」
（
８
月
22
日
）
、
キ
ノ
コ
鑑
定

会
（
９
月
26
日
）、
落
葉
た
き
（
11
月
３
日
）

と
イ
ベ
ン
ト
も
多
彩
で
す
。

あ
な
た
は
、
ど
の
表
情
の
雪
国
植
物
園

を
楽
し
み
ま
す
か
。
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昆
虫
も
復
活
し
て
い
ま
す

毎
週
違
う
表
情
を
楽
し
め
ま
す

東�西�南�北�
春�夏�秋�冬�

まちの話題�

待
望
の
春

雪
国
植
物
園
は

あ
な
た
を
招
き
ま
す

待
望
の
春

雪
国
植
物
園
は

あ
な
た
を
招
き
ま
す

スミレサイシン、シラネアオイ、マルバマン
サク、ヒメハギなど─雪国植物園に自生する山
野草２００種を美しいカラー写真で紹介し、解
説をしています。
何万本に一本という白い花のカタクリの写真

もあります。雪国植物園を訪れた際には、ぜひ、
お買い求めください。

s『雪国植物園の花々二百選』
Ｂ５判　169ページ　１,８００円

発売中

山

開園時間　午前９時～午後５時
（入場は４時30分まで）

入園料　　大人３００円　子ども２００円
問い合わせ　雪国植物園146・００３０

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
王
見
台
が

完
成
し
、
四
月
一
日
か
ら
利
用
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
王
見
台
は
、

重
度
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設

で
、
県
内
で
は
初
め
て
の
施
設
で

す
。こ

の
施
設
は
、
病
院
等
で
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
終
え
た
け
れ

ど
、
家
庭
で
の
生
活
や
社
会
生
活

に
は
、
不
安
が
残
る
と
い
う
身
体

障
害
者
の
み
な
さ
ん
の
た
め
の
施

設
で
す
。

施
設
で
は
、
こ
う
し
た
不
安
を

解
消
す
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の

状
態
に
応
じ
、
日
常
生
活
能
力
の

回
復
や
維
持
に
重
点
を
置
い
た
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
す
め
、

家
庭
復
帰
や
社
会
復
帰
を
支
援
し

ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
王
見
台
は
、

入
所
し
て
利
用
す
る
施
設
で
す
が
、

地
域
の
保
健
・
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
相
談
活
動
に
も
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
診
療
所
も
併
設
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
も
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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地
域
に
開
か
れ
た

施
設
で
す

▲リハビリセンター王見台（王番田町）
長岡市はこれまで、施設整備費に１億7 ,460万円を助
成し、平成11年度は、１億3 ,500万円を助成する予定
です。

施設の概要
施設本体　鉄筋コンクリート造り２階建て
併設施設　体育館、地域交流ホーム（平成12年完成予定）
入所定員　入所50人　短期入所（ショートステイ）５人
運営主体　社会福祉法人長岡福祉協会
所在地　　王番田町1075番地

国
道
8号
�

長
岡
寺
泊
線�

大手大橋�

長
岡
大
橋�

→�

→
�

関
越
自
動
車
道
�

北
陸
自
動
車
道
�

大荒
戸�

越路
線�

ハイブ�
長岡�

長岡造形大学�
リハビリセンター王見台�

体
育
館
で
行
わ
れ
た
一
回
戦
で
、

桐
生
西
高
校
（
群
馬
）
と
対
戦
。

「
今
年
こ
そ
初
戦
突
破
」
を
目
標

に
臨
み
ま
し
た
が
、
あ
と
一
歩
及

ば
ず
、
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

残
念
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、

選
手
の
み
な
さ
ん
に
は
、
次
の
目

標
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

三
月
十
二
日
、
日
浦
市
長
は

全
国
大
会
へ
出
場
す
る
選
手
を
激

励
し
ま
し
た
。

激
励
を
受
け
た
の
は
、
長
岡
帝

京
高
校
剣
道
部
と
長
岡
商
業
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
い
ず
れ
も
女

子
で
、
長
岡
帝
京
高
校
は
愛
知
県

春
日
井
市
で
三
月
二
十
七
日
に
開

催
の
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大

会
に
初
出
場
。

一
方
、
長
岡
商
業

高
校
は
、
全
国
高
等

学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
抜
優
勝
大
会
に
二

年
連
続
（
四
回
目
）

出
場
し
ま
し
た
。

長
岡
商
業
は
三
月

二
十
日
、
東
京
代
々

木
国
立
競
技
場
第
一

日
浦
市
長
　
全
国
大
会
出
場
選
手
を
激
励

2
年
連
続
出
場
　
長
岡
商
業
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
女
子
）

初
出
場
　
長
岡
帝
京
高
校
剣
道
部
（
女
子
）

ミ
ニ�

ニ
ュ
ー�

　
　
ス�

▲両校の選手一人ひとりと握手し、激
励する日浦市長。
３月12日、市役所で

－発行日を変更－

５月号の発行は
4月２５日です
市政だより５月号の発行日を５月１

日から４月25日に変更します。
５月号『ミニ情報』欄を利用希望の

人は、４月９日fまでに広報課へ記事
を提出してください。

問い合わせ　広報課†39・２２０２

利
用
は
じ
ま
る�



八
四
九
年
六
月
六
日
、
フ
ォ
ー
ト
ワ

ー
ス
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
日
、
ア
メ

リ
カ
で
最
高
の
生
活
水
準
を
誇
り
、
二
十

八
番
目
の
大
都
市
に
成
長
し
た
の
も
、

フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
民
が
腕
ま
く
り
を
し

て
、
懸
命
に
働
い
て
き
た
か
ら
で
す
。

豊
か
な
西
部
の
伝
統
、
多
彩
な
文
化
、

そ
し
て
輝
か
し
い
未
来
を
祈
念
す
る
フ
ォ

ー
ト
ワ
ー
ス
百
五
十
周
年
を
と
も
に
祝
い

ま
し
ょ
う
―
。

フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
の
ケ
ネ
ス
・
バ
ー

市
長
は
こ
の
よ
う
に
、
長
岡
市
を
は
じ
め

世
界
六
都
市
の
姉
妹
都
市
に
祝
賀
行
事
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

祝
賀
行
事
は
今
年
一
年
を
通
し
て
開
催

さ
れ
る
も
の
で
、
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
で

は
祝
賀
気
分
が
徐
々
に
高
ま
り
、
誕
生
日

の
六
月
六
日
に
は
、
最
高
の
盛
り
上
が
り

に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
岡
市
と
長
岡
市
国
際
交
流
協
会
は
お

祝
い
の
た
め
に
、
市
民
訪
問
団
の
派
遣
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
事
業
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

四
月
二
日
、
三
日
に
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス

市
で
開
か
れ
る
ヤ
ン
グ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

（
青
少
年
親
善
大
使
）
コ
ン
サ
ー
ト
に
小

中
学
生
を
中
心
と
し
た
総
勢
二
十
九
人
の

バ
イ
オ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
す
。

一
行
は
、
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
の
青
少

年
の
グ
ル
ー
プ
と
合
同
演
奏
会
を
四
回
開

催
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

―
こ
ん
な
交
流
が
で
き
た
ら
と
、
夢
の
よ

う
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が
実
現
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
成
功
さ
せ
て
続
け
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
―
。

グ
ル
ー
プ
を
率
い
る
吉
川
豪
一
さ
ん
は
、

お
祝
い
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
話
し
て

い
ま
す
。
親
善
大
使
の
み
な
さ
ん
に
は
、

音
楽
を
通
じ
た
楽
し
い
交
流
を
し
て
き
て

ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。

ち
の
技
を
披
露
し
た
い
と
思
っ
て
、
日
ご

ろ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
練
習
を
積
ん
で
い
ま
す
。

当
日
は
、
ふ
だ
ん
ど
お
り
精
い
っ
ぱ
い
や

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
皆
が
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
は

初
め
て
。
短
い
滞
在
期
間
で
、
交
流
に
は

時
間
的
な
制
約
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち

の
心
意
気
が
伝
わ
れ
ば
い
い
な
と
考
え
て

い
ま
す
―
。

長
岡
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
一
連
の

祝
賀
行
事
に
参
加
し
、
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
市
民
訪
問
団
を
派
遣
し

ま
す
。

あ
な
た
も
市
民
訪
問
団
に
加
わ
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
祝
賀
行
事
に
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

年
、
長
岡
で
共
演
し
た
バ
ン
ベ
ル
ク

・
ユ
ー
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
お
誘
い
で
、

実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
人
の
、
し
か
も
ア
マ
チ
ュ
ア
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
本
場
ド
イ
ツ
で
演
奏
会

を
開
く
の
は
大
変
な
こ
と
で
、
多
く
の
人

た
ち
の
支
援
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
音
楽
を
ど
う
認
め
て
も
ら
え
る
の

か
、
楽
し
み
で
も
あ
り
、
不
安
で
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
共
演
し
た
み
な
さ
ん
と
再

会
し
、
一
緒
に
演
奏
で
き
る
こ
と
も
楽
し

み
で
す
。
よ
い
交
流
に
す
る
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
、
成
功
さ
せ
た
い
で
す
ね
―
。

ド
イ
ツ
で
演
奏
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
た
長
岡
交
響
楽
団
の
高
頭
幸
充
さ
ん

（
32
歳
）
は
、
こ
う
話
し
て
い
ま
す
。

長
岡
交
響
楽
団
は
、
昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七
一
年
）
に
結
成
以
来
、
社
会
人

を
中
心
と
し
た
団
員
の
熱
意
と
プ
ロ
指
揮

者
の
指
導
で
着
実
に
成
長
を
続
け
て
い
ま

す
。
定
期
演
奏
会
、
年
末
の
第
九
演
奏
会
、

オ
ペ
ラ
「
み
る
な
の
座
敷
」
初
演
な
ど
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
お
な
じ
み
の
ア

マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。

今
回
の
演
奏
会
の
た
め
に
用
意
し
た

「
組
曲
・
み
る
な
の
座
敷
」
は
、
友
好
都

市
バ
ン
ベ
ル
ク
市
で
四
月
十
二
日
に
初
公

開
と
な
り
ま
す
。

力
ま
ず
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
て
き
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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一

東�西�南�北�
春�夏�秋�冬�

まちの話題�

六
月
六
日
に
開
か
れ
る
祝
賀
行
事
の
中

で
、
最
も
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
民
が
注
目

し
て
い
る
の
が
、「
お
祝
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
大
会
」
で
す
。
大
会
で
は
、
フ
ォ
ー

ト
ワ
ー
ス
市
民
と
姉
妹
都
市
の
六
都
市
の

代
表
団
の
前
で
、
各
都
市
の
グ
ル
ー
プ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
芸
能
を
披
露
し
ま
す
。

長
岡
市
か
ら
は
、
若
と
び
会
が
招
か
れ
ま

し
た
。
若
と
び
会
代
表
の
堀
益

さ
ん
は
、

こ
う
話
し
て
い
ま
す
。

―
百
五
十
周
年
と
い
う
区
切
り
の
年
に
行

く
こ
と
に
な
っ
て
、
大
き
な
意
義
を
感
じ

て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
ど
ん
な
場
面
で
も
自
分
た

十�己�

ヤ
ン
グ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
に

バ
イ
オ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
が
出
演

伝
統
芸
能
を
披
露

若
と
び
会
が
参
加

市
民
訪
問
団
を
派
遣
し
ま
す

▲青少年親善大使コンサートに出演するグループのみなさん。
フォートワース市の人たちが楽しみにしている「さくらさくら」
を練習中。指揮はこの曲を編曲した池田芳幸さんです。３月22日、
リリックホール第１スタジオで

フォートワース
市制150周年

４歳からバイオリンを始めたという
上村舞子さん（中２）。親善大使とい
う役割に少しどきどき（写真中央）s

▲バンベルク市とヴュルツブルグ市での公演を控え、練習中の長岡交
響楽団のみなさん。組曲「みるなの座敷」の発表は、もうすぐです。

▲若とび会代表の
堀益 さん十�己�

まとい、木やり、はしご
乗りといった伝統芸能を
ご覧になるときは、それ
が伝わってきた背後にあ
るものを感じ取って欲し
いと思います。やってみ
たい人は、歓迎します。

連絡先：長岡鳶工業協同
組合136・６３１０

フォートワース市の姉妹都市

長岡市のほか、トリアー市（ドイツ）、
バンドン市（インドネシア）、
ブダペスト市（ハンガリー）、
トルカ市（メキシコ）、
レッジョネ・エミリア市（イタリア）
の計六都市。

友
好
都
市
バ
ン
ベ
ル
ク
市
で

フォートワース市へ市民訪問団募集

長岡市民を代表して、フォートワース市１５０周年をお
祝いする各種公式行事に参加します。

期　日　６月３日E～10日E

定　員　20人（先着順）
参加料　21万円程度
申し込み　国際文化課内&長岡市国際交流協会事務局

139・２２０７へ４月12日Bから

長岡花火にご寄付を

フォートワース市が６月６日に開催する祝賀会のフィナー
レで長岡花火の打ち上げを計画しています。
大勢のフォートワース市民と世界６都市の祝賀代表団が

楽しみにしています。打ち上げを実現するため、寄付を募
集しますので、ご協力をお願いします。目標は百万円です。

寄付金額　一口３,０００円。何口でもどうぞ。
方　法　北越銀行本・支店から口座振込で次の口座へ

北越銀行長岡市役所支店　普通　９３１１６
&長岡市国際交流協会事務局長　山本茂樹

「ゲーテ」をテーマ
国際夏期講座受講生募集

友好都市バンベルク市のオットー・フリードリッヒ大学
で開催される講座に参加しませんか。バンベルク市と長岡
市から少しですが奨学金と助成金が支給されます。

期　間　８月２日B～27日F

対　象　ドイツ語がたんのうな長岡市出身または在住の大
学生１人

申し込み　４月30日Fまでに国際文化課139・２２０７へ

友
好
都
市
バ
ン
ベ
ル
ク
市
で

フォートワース
市制150周年

昨

とび

一口メモ

音
楽
の
本
場

音
楽
の
本
場�

��

長
岡
交
響
楽
団
が
デ
ビ
ュ
ー

長
岡
交
響
楽
団
が
デ
ビ
ュ
ー�

音
楽
の
本
場�

��

長
岡
交
響
楽
団
が
デ
ビ
ュ
ー�

姉妹都市�
�
�
�
お祝いに親善大使が旅立ちます�

姉妹都市�
�
�
�
お祝いに親善大使が旅立ちます�
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カ
ー
。
ぼ
く
ら
カ
ラ
ス
は
ご
み
を
あ
さ
っ
て
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
汚
く
す
る
っ
て
、
住
民
か
ら
嫌
わ
れ
て
い
る
。

で
も
、
ご
み
を
ね
ら
う
の
は
ど
こ
で
も
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な

い
ん
だ
。

生
ご
み
の
袋
が
金
網
の
入
れ
物
に
入
っ
て
な
か
っ
た
り
、

燃
や
さ
な
い
ご
み
の
中
に
、
中
身
の
入
っ
た
食
品
ト
レ
ー

や
容
器
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
り
す
る
と
こ
ろ
が
ね
ら
い
目

さ
。
大
好
物
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
残
っ
た
容
器
を
発
見
し
た

と
き
な
ん
か
、
ラ
ッ
キ
ー
っ
て
感
じ
か
な
。

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
ら
れ
る
と
ぼ
く
ら
は
困
る
け

ど
、
そ
ん
な
心
配
、
必
要
な
い
よ
ね
…
。
ガ
ッ
ハ
ハ
ハ
。
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４
月
　
日
B
　
平
常
ど
お
り
�

　
　
　
日
C
　
平
常
ど
お
り
�

　
　
　
日
D
　
平
常
ど
お
り
�

　
　
　
日
_
　
休
み
�

　
　
　
日
F
　
平
常
ど
お
り
�

５
月
１
日
G
　
平
常
ど
お
り
�

　
　
２
日
A
　
休
み
�

　
　
３
日
_
　
休
み
�

　
　
４
日
C
　
休
み
�

　
　
５
日
_
　
燃
や
す
ご
み
だ
け
収
集
�

　
　
�

　
　
６
日
E
　
平
常
ど
お
り
�

�
　
７
日
F
　
平
常
ど
お
り
�

　
　
８
日
G
　
平
常
ど
お
り
�

�
　
９
日
A
　
休
み
�

�

29 26272830

（
月
・
水
・
金
の
コ
ー
ス
の
み
）�

～こんなことが増えています～�

缶には穴を スプレー缶、カセット式ガスボンベなどをそのま
ま出したことが原因となって、年間４、５台の収集車が火災にあっ
ています。鳥越の粗大ごみ処理施
設でも爆発事故が起きています。
ごみに出す際は、必ず缶に穴をあ
けてください。
必ず水洗いを カラスがごみ

のステーションに群がり、ごみを
散乱させている。これは、収集日
以外の日にごみを出すこと、食べ
物など中身のはいったままの容器
を出すことも原因の一つになって
います。ごみの収集日を守り、ト
レーや缶、びんは必ず水洗いして
出してください。
布団は粗大ごみ 収集区分を守らず出される例が見られます。
たとえばこれからの季節によく捨てられる、布団は粗大ごみです。
決められた収集日に決められた収集場所へ、丸めて縛って出してく
ださい。
廃タイヤなどは処理しません ごみステーションに市が収集
していないものが出されることが増えています。廃タイヤ、バッテ
リー、コンクリート片、ブロック、石などは市で処理できません。
業者に引き取ってもらってください（業者については環境業務課へ
お問い合わせください）。

ごみについての問い合わせは
環境業務課124・2837へどうぞ

▲神田小学校脇で火災にあったごみ
収集車

お知らせします


















